
 
 

  

成
徳 

六
月
号 

学
校
だ
よ
り 

平
成
三
十
年
六
月
一
日
発
行 

三
島
市
立
中
郷
小
学
校
（明
治
六
年
開
校
）旧
「成
徳
学
校
」 

校
長 

野
口
厚 

 
 

 

校
訓
： 

 
 

 
 

 

「親
切
・責
任
」 

あ
い
さ
つ 

 

ケ
ヤ
キ
の
葉
が
緑
色
を
増
す
季
節
に
な
り

ま
し
た
。
「
さ
と
の
子
」は
寒
暖
の
差
に
も
負

け
ず
に
元
気
に
学
校
生
活
を
過
ご
し
て
い
ま

す
。 

 

さ
て
、
五
月
号
で
は
野
口
厚
校
長
が
進
め

る
「
徳
：困
っ
て
い
る
人
が
い
た
ら
助
け
る
」を

進
め
る
学
校
運
営
目
標
に
つ
い
て
説
明
し
ま

し
た
。 

 

六
月
号
で
は
そ
の
目
標
の
ひ
と
つ
「ど
の
子

も
楽
し
い
学
校
づ
く
り
の
実
践
」に
つ
い
て
説

明
し
ま
す
。 

 

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
小
学
生
時
代
は

一
生
に
一
回
で
す
。
私
は
そ
の
一
回
の
中
で

何
回
も
の
思
い
出
に
残
る
活
動
を
体
験
さ
せ

て
あ
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。 

 

昨
年
度
末
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「学
校
が
楽

し
い
」
を
迷
う
こ
と
な
く
「
は
い
」
と
答
え
た

子
ど
も
は
52
％
で
し
た
。 

 

こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
が
学
校
行
事
や
ク
ラ

ス
で
活
動
し
た
と
き
、
「み
ん
な
で
何
か
を
す

る
の
が
楽
し
い
」を
感
じ
た
こ
と
が
一
番
の

理
由
の
よ
う
で
す
。 

 

集
団
活
動
で
は
「
お
互
い
の
助
け
合
い
」が

必
須
で
す
。
子
ど
も
た
ち
は
そ
の
と
き
集
団

の
よ
さ
を
感
じ
ま
す
。
ま
さ
に
徳
の
精
神
の

効
用
で
す
。 

 

私
は
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
に
地
域
で
も
感

じ
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

そ
こ
で
今
年
か
ら
５
地
区
の
町
内
会
長
と

連
携
し
、
積
極
的
に
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の

活
動
に
派
遣
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
た
ち
が
地
域
の
方
か
ら
褒
め
ら
れ

れ
ば
、
生
き
が
い
を
感
じ
ま
す
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
活

動
で
も
同
様
の
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

 

学
校
、
地
域
、
保
護
者
の
三
者
で
徳
の
精

神
を
中
心
に
し
た
教
育
を
進
め
て
い
こ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。 

一
年
生
を
迎
え
る
会
を
開
催
す
る 

 

四
月
二
五
日
、
全
校
で
開
催
し
ま
し
た
。

主
催
は
高
学
年
、
八
人
の
企
画
委
員
会
で

す
。
見
所
は
全
校
児
童
が 

何
か
し
ら
の
仕
事
を
し
た 

こ
と
で
す
。
ま
さ
に
全
校 

参
加
の
児
童
会
活
動
で 

し
た
。 

 

防
犯
教
室
を
開
催
す
る 

 

四
月
二
六
日
、
一
年
生
を
対
象
に
行
い

ま
し
た
。
講
師
は
三
島
警
察
署
と
ス
ク
ー

ル
ガ
ー
ド
の
方
々
で
す
。
登
下
校
中
の
事

故
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ 

と
で
す
。
家
庭
を
中
心
に
地 

域
の
力
も
得
な
が
ら
防
止 

に
努
め
て
い
き
ま
し
ょ
う
。 

 

三
校
合
同
研
修
会
を
開
催
す
る 

 

五
月
一
日
、
中
郷
小
、
長
伏
小
、
中
郷

西
中
の
三
校
が
集
ま
っ
て
、
今
年
度
の
合

同
開
催
行
事
を
確
認 

し
ま
し
た
。
避
難
訓
練
、 

合
唱
、
英
語
授
業
な
ど 

を
合
同
で
行
っ
て
い
き 

ま
す
。 

 

第
一
回
学
校
支
援
地
域
本
部
実
行
委
員

会
が
開
催
さ
れ
る 

 

五
月
十
日
、
「さ
と
の
こ
応
援
団
」が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
学
校
の
職
員
が
減
る
中
、

地
域
で
何
を
援
助
で
き
る 

か
を
協
議
し
て
も
ら
い
ま 

し
た
。
花
壇
、
読
み
聞
か 

せ
、
防
犯
活
動
が
そ
れ
で 

す
。
募
集
の
際
は
徳
の
精 

神
で
協
力
し
ま
し
ょ
う
。 

小
中
合
同
避
難
訓
練
を
実
施
す
る 

 

五
月
十
一
日
、
中
郷
西
中
と
合
同
訓
練

を
し
ま
し
た
。
大
地
震
発
生
時
は
保
護
者

引
き
取
り
と
な
り
ま
す
が
、
実
際
は
時
間

が
か
か
り
ま
す
。
そ
れ
ま 

で
の
間
、
兄
や
姉
が
い
る 

児
童
は
見
守
っ
て
も
ら
う 

と
い
う
訓
練
で
す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会
で
夏
の
プ
ー
ル
開
放
が
話
題

に
な
る 

 

五
月
十
六
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
理
事
会
で
夏
の

プ
ー
ル
開
放
が
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
万
が

一
、
事
故
が
発
生
し
た
場
合
、
責
任
が
監

視
し
て
い
る
保
護
者
に
な 

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も 

た
ち
も
保
護
者
も
安
心
で 

き
る
方
法
を
探
り
ま
し
た
。 

 

校
内
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会
を
開
催
す

る 
 

五
月
二
三
日
、
い
じ
め
防
止
対
策
委
員
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
四
月
か
ら
現
在
ま
で

の
認
知
件
数
は
23
件
、 

解
消
件
数
は
１
件
、 

指
導
中
は
22
件
で
す
。 

当
校
は
、
く
ま
な
く 

発
見
、
解
消
率
百
パ 

ー
セ
ン
ト
が
目
標
で
す
。 

 

Ｐ
Ｔ
Ａ
整
美
作
業
が
行
わ
れ
る 

 

五
月
二
十
日
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
整
美
作
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
年
は
新
た
に
子
ど
も
た
ち

の
健
康
の
た
め
に
校
内 

の
砂
塵
取
り
を
し
て
も 

ら
い
ま
し
た
。
学
校
支 

援
地
域
本
部
も
共
同 

で
行
わ
れ
ま
し
た
。 

     

新
し
い
職
員
の
紹
介 

栄
養
士 

増
田
富
美
子 

 

丹
澤
祐
美
の
産
休
代
替
で
勤
務
し
ま
す
。 

調
理
員 

吉
田
文
香 

 

育
児
休
業
か
ら
復
職
し
て
勤
務
し
ま
す
。 

 

教
職
員
の
活
躍 

 

竹
下
雅
美
教
諭
は
現
在
、
静
岡
大
学
大

学
院
に
派
遣
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、

開
発
し
た
教
材
を
実
際
に
授
業
で
使
い
効

果
を
検
証
し
ま
す
。 

 

六
月
の
主
な
行
事 

２
日 

運
動
会 

４
日 

振
替
休
日 

11
日 

教
育
実
習
開
始 

12
日 

算
数
補
充
学
習
開
始 

13
日 

児
童
集
会 

16
日 

プ
ー
ル
開
始
予
定 

20
日 

授
業
参
観 

20
日 

６
年
ス
マ
ホ
講
座 

21
日 

防
犯
訓
練 

25
日 

教
育
相
談
開
始 

七
月
の
主
な
行
事 

４
日 

４
年 

農
兵
節
練
習 

６
日 

２
年 

食
育
教
室 

11
日 

２
年 

食
育
教
室 

12
日 

６
年 

安
全
を
語
る
会 

17
日 

６
年 

宮
西
達
也
氏 

読
み
聞
か
せ 

18
日 

給
食
終
了 

19
～
24
日 

個
別
面
談 

25
日 

夏
季
休
業
開
始 

29
日 

Ｐ
Ｔ
Ａ
廃
品
回
収 

  

当
校
の
教
育
に
つ
い
て
ご
相
談
が
あ
る

方
は
、
教
頭
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。  

 

電
話
番
号 

０
５
５ 

９
７
７ 

１
０
５
２ 

ス
マ
ホ
で 

ブ
ロ
グ
を 

閲
覧
し
よ
う 


